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今
期
定
例
会
に
、
一
般
会
計
・
特
別

会
計
・
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
、
令
和

２
年
度
予
算
が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
予
算
の
主
な
使
い
道
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

決まりました!!令和２年度予算
予算特別委員会で審査しました

歳出予算

■民生費　　　 114 億 7,939 万 1 千円 （35.6%）
■公債費　　　　34 億 695 万 8 千円 （10.6%）
■教育費　　　　33 億 7,304 万 6 千円 （10.5%）
■総務費　　　　33 億 6,082 万円 （10.4%）
■衛生費　　　　24 億 179 万 2 千円 （7.4%）
■土木費　　　　22 億 113 万 5 千円 （6.8%）
■消防費　　　　21 億 1,257 万 2 千円 （6.5%）
■農林水産業費　20 億 4,018 万 4 千円 （6.3%）
■商工費　　　　  5 億 9,485 万 9 千円 （1.8%）
■議会費　　　　  2 億 8,633 万 7 千円 （0.9%）
■その他　　　　10 億 1,290 万 6 千円 （3.2%）

歳入予算

■市税　　　　　　　94 億 7,191 万 7 千円 （29.4%）
■地方交付税　　　　59 億円 （18.3%）
■国庫支出金　　　　46 億 999 万 8 千円 （14.3%）
■市債　　　　　　　43 億 3,400 万円 （13.4%）
■県支出金　　　　　23 億 9,379 万 2 千円 （7.4%）
■地方消費税交付金　15 億 9,186 万 4 千円 （4.9%）
■繰入金　　　　　　13 億 2,752 万 5 千円 （4.1%）
■諸収入　　　　　　  7 億 8,189 万 5 千円 （2.4%）
■その他　　　　　　18 億 5,900 万 9 千円 （5.8%）

一般会計合計　322 億 7,000 万円

第７章　自治体運営
■行政サービスの改革推進

87,746 千円
■市役所本庁舎大規模
　改修の実施

465,757 千円

第６章　地域づくり
■ 生涯活躍のまち（笠間版

CCRC）コミュニティ
モデル構築

109,021 千円
■地域づくり人材の確保

　　 25,106 千円

第５章　教育・文化
■ 小・中学校（義務教育学

校）教育環境の推進
　・公民連携による
　　スイミング授業の強化
　・ICT 教育環境整備など

1,105,059 千円

第４章　産業
■かさまブランドの
　販売力強化

　　 30,249 千円
■事業承継支援の強化

（農業担い手育成支援など）
29,832 千円

第３章　健康・福祉
■保育環境の充実

（保育環境の ICT 化など）
322,468 千円

■きめ細かい妊娠・出産
　・子育て期への支援強化

121,000 千円

第２章　生活環境
■防災力の充実・強化

（地域の停電対策支援など）
　586,728 千円

■一般廃棄物処理
　体制の構築

477,717 千円

第１章　都市基盤
■重点「道の駅」
　整備の推進

　　　　　864,518 千円
■利便性の高い
　公共交通網の構築

　　　　　248,732 千円

重要事務事業２０２０　７分野と主な事業
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令和２年度会計別予算の状況　　（千円）
会　　計　　名 予算額 会　　計　　名 予算額

一　般　会　計 32,270,000
企
業
会
計

病院事業会計 940,335

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 7,700,000 水道事業会計 2,206,266

後期高齢者医療特別会計 916,000 工業用水道事業会計 35,495

介護保険特別会計 6,718,000 公共下水道事業特別会計 4,146,381

介護サービス事業特別会計 24,800 合　　　　計 55,576,277

農業集落排水事業特別会計 619,000 【参考】令和元年度当初予算　合計額 53,923,925

予
算
特
別
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過

　

議
会
は
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
３
月
６
日
～
８
日

に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の
過
程
で
の
主
な
質
疑
、
答

弁
お
よ
び
意
見
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

問　

介
護
検
診
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
の
改
善
案
や
今
後
の
考
え
方

【
議
案
第
25
号
】（
高
齢
福
祉
課
所
管
）

答　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
で
の
情
報
共
有
が

さ
れ
て
お
り
、
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
認
定
結

果
を
取
り
込
み
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成

で
き
る
利
便
性
や
、
利
用
者
が
救
急

搬
送
さ
れ
た
場
合
に
救
急
隊
員
が
情

報
を
共
有
で
き
る
と
言
っ
た
活
用
が

さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
在
宅
医
療
と

の
連
携
が
重
要
に
な
り
、
医
師
と
介

護
の
連
携
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

問　

重
点
「
道
の
駅
」
の
実
施
内

容
は
。
ま
た
、
道
の
駅
を
２
次
交
通

拠
点
と
し
た
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
（
サ
ー
ビ
ス

に
よ
る
交
通
手
段
）
の
方
向
性
や
官

民
連
携
の
考
え
は
。【
議
案
第
25
号
】

（
道
の
駅
整
備
推
進
課
所
管
）

答　

重
点
「
道
の
駅
」
は
、
国
土

交
通
省
が
地
域
創
生
の
核
と
な
る
道

の
駅
の
優
れ
た
企
画
を
選
定
し
、
国

の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
、
選
定
さ
れ
た
笠
間
の
道
の
駅

は
主
に
４
つ
の
企
画
を
提
案
し
て
い

る
。
そ
の
他
に
も
国
の
指
針
を
受
け

て
防
災
機
能
を
整
備
す
る
こ
と
も
あ

り
、
当
初
予
定
か
ら
増
設
す
る
施
設

が
あ
る
が
、
国
や
県
か
ら
交
付
を
受

け
る
こ
と
で
市
の
費
用
負
担
を
軽
減

で
き
る
。
２
次
交
通
拠
点
と
し
た
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
の
考
え
方
や
官
民
連
携
は
企

画
提
案
内
容
の
１
つ
で
あ
る
が
、
現

在
は
手
掛
け
た
ば
か
り
の
段
階
。
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
考
え
も
含
め
て
取

り
組
み
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

問　

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
場
整
備
は

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
。
管

理
棟
で
食
事
や
物
品
販
売
を
行
う
考

え
は
あ
る
か
。【
議
案
第
15
号
】（
都

市
計
画
課
所
管
）

答　

笠
間
芸
術
の
森
公
園
内
の
約

４
５
０
０
㎡
の
土
地
に
、
手
す
り
や

階
段
な
ど
を
模
し
た
物
が
設
置
さ
れ

る
ス
ト
リ
ー
ト
エ
リ
ア
、
地
盤
面
か

ら
お
椀
を
く
り
抜
い
た
よ
う
な
掘
り

込
み
が
あ
る
パ
ー
ク
エ
リ
ア
、
芝
生

広
場
、
屋
根
付
き
の
エ
リ
ア
を
整
備

す
る
。
か
な
り
大
き
な
エ
リ
ア
を
有

し
て
お
り
、
競
技
者
に
対
す
る
訴
求

力
を
出
す
よ
う
な
設
計
を
す
る
こ
と

で
、
国
内
大
会
や
世
界
規
模
の
大

会
ま
で
も
開
け
る
よ
う
な
グ
レ
ー
ド

の
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
を
計
画
し
て
い

る
。
管
理
棟
に
は
物
品
販
売
を
行
え

る
よ
う
に
し
、
食
事
に
つ
い
て
は
検

討
中
で
あ
る
。

問　

財
政
調
整
基
金
積
立
と
一
般

会
計
繰
り
出
し
を
行
う
理
由
は
。【
議

案
第
26
号
】（
水
道
課
所
管
）

答　

積
立
は
剰
余
金
を
積
み
立
て

る
も
の
。
繰
出
金
は
平
成
24
年
度
か

ら
平
成
28
年
度
ま
で
に
税
緩
和
の
た

め
約
２
億
８
５
０
０
万
円
を
一
般
会

計
か
ら
法
定
外
繰
り
入
れ
を
し
て
い

た
が
、
返
還
で
き
て
い
な
か
っ
た

１
５
０
０
万
円
を
一
般
会
計
へ
繰
り

出
す
も
の
。

　３日間にわたり執行部との間で活発
な質疑応答が交わされ、最終日に討論、
採決を行い、すべての会計を原案のと
おり可決しました。
　定例会最終日（３月 18 日）の本会
議で、石松委員長が審査結果を報告し、
採決の結果、令和２年度の全ての予算
を可決しました。

【予算特別委員会　委員】
委 員 長　　石　松　俊　雄
副委員長　　内　桶　克　之
委　　員　　田　村　幸　子
委　　員　　益　子　康　子
委　　員　　中　野　英　一
委　　員　　田　村　泰　之
委　　員　　石　井　　　栄
委　　員　　畑　岡　洋　二
委　　員　　石　田　安　夫

問　

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
の
公
共
交
通
対
策
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
の
対
策
は
。【
議
案
第

25
号
】（
企
画
政
策
課
所
管
）

答　

交
通
分
野
を
中
心
に
進
め
て

い
き
た
い
。
す
で
に
調
査
を
開
始
し

て
お
り
、
令
和
２
年
度
は
観
光
を
主

と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
来
訪
者
を
市

内
周
遊
に
結
び
付
け
る
か
に
つ
い
て

を
視
点
と
し
て
置
き
な
が
ら
、
自
転

車
も
含
め
た
実
証
実
験
ま
で
進
め
て

行
き
た
い
。
併
せ
て
、
公
共
交
通
全

体
の
再
編
に
つ
い
て
も
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
中
で
、
中

央
大
学
に
協
力
を
求
め
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　

令
和
２
年
度
の
笠
間
中
学
校

の
水
泳
授
業
を
、
試
験
的
に
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
委
託
す
る
こ
と
に

至
る
に
は
ど
ん
な
経
緯
が
あ
っ
た
の

か
。【
議
案
第
25
号
】（
学
務
課
所
管
）

答　

市
内
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
で

は
老
朽
化
し
た
プ
ー
ル
が
多
数
あ

り
、維
持
す
る
に
は
経
費
が
か
か
る
。

そ
の
経
費
を
削
減
す
る
為
、
民
間
委

託
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

来
年
度
は
笠
間
中
学
校
を
モ
デ
ル
校

と
し
て
検
証
し
、
市
全
体
で
経
費
を

削
減
す
る
方
策
と
し
て
考
え
た
。
今

後
、
市
内
全
域
に
適
用
で
き
る
か
検

討
し
て
い
く
。


